
私が今試みているのは、美術全体に終末論という網をかけて、美術や芸術にまつわる膠着した

思考をときほぐす作業である。網目が粗いので、得られる魚は少ないだろうが、まあ、それはそれ

でよい。一つでも自分の役に立つ魚が得られたら、といった気持ちだ。そんな網をかけてみると、

岩田信市が1995年に書いた一文が浮上してくる。終末論的に注目すべき思考が含まれているか

らである。ゼロ次元の活動を回想した部分が特に興味深いので引用しておこう。

「当時(1960年代）、ハイレッド･センターより一般的には有名であったゼロ次元は、その風俗性ゆえ
に、今日では評価が低い。当時としては、芸術を蹴飛ばして反芸術の先頭をきって風俗の中に突
っ込んでいったゼロ次元なのだが、その風俗性ゆえに忘れられ、ノスタルジーの世界となってしまう
のだ。アメリカのように地下鉄の列車に落書きするという風俗をアートに組み込む見識も回路も日
本は持っていないくせに、アメリカの後追いをしているというのが現状なのだ。当時も今も人々は云
う。新聞の文化欄に紹介されるより社会面に紹介されるほうがずっとすばらしいと。しかし、実際に
は、やはり風俗は風俗で終わり、芸術は不滅であった。だからこそ僕はいつも風俗の中からの芸術
すなわちポップ･アートを叫び続けてきたのである」(「60年代パフォーマンスの再考」注１）。

この回想によると、すでに1960年代のゼロ次元の活動に風俗という認識があったということにな
る。ただ、ゼロ次元というのは、岩田信市と加藤好弘の二人が中心となり、しかも大きく異なる二人
の個性が混融した形の活動であった。岩田と加藤では性格や考え方に相当な違いがあったのだ
が、それでも岩田だけを抜き出して論じるのはむずかしい。

しかし、1970年代に入ると二人がはっきりと別れ、岩田の場合は風俗への志向が言動に強く

表れてくる。例えば「ゴミ裁判」である。
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